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11 月の行事 

１日（水）防犯教室・見学旅行説明会・学校開放講座（理科実験） 

６日（月）救急救命講習会（２学年）・電卓セミナー ～１０日（金）

７日（火）体育祭 

１２日（日）全商珠算電卓検定 

２１日（火）見学旅行 ～２５日（土） 

２６日（日）全商ワープロ検定 

２７日（月）ＡＥＤ講習会（３学年） 

 
１０月１８日（水）、北海道社会保険事務局より、年金管理係の谷口英明

様を講師としてお迎えし、３年生の総合的な学習の時間受講者（２１名）を

対象とした年金セミナーを実施しました。「年金」に関しては、社会科の授

業等で習った記憶のある生徒もいたものの、その種類や納め方、万一未

納だった場合のリスク等の具体的なお話しがあり、生徒は真剣なまなざし

で聞き入っていました。年金は、払わないとあとで後悔すること、決して払

い損にはならないということ、など例をあげながらわかりやすい解説もあ

り、大変有意義なセミナーになりました。 

 

 
 
 

      

        
 

９月２１日（木）５・６校時に保健講座を実施しました。１年生と２・３年生と

の２グループに分かれ、それぞれ北海道浅井学園大学ピア・サポートサー

クルの学生さんたちによる「出前講座」と妹背牛町保健センターの保健師

さんの講話「月経について」、ふたつのプログラムに取り組み、“自分を見

つめる時間”を体験しました。このプログラムは北海道深川保健所「思春期

保健講座」とのタイアップにより実現しました。さらに「自分の心と体を見つ

め自己管理していくことに役立ててほしい」と女子生徒全員に『Lady’s、

Memory』（冊子）をいただきました。≪感謝です。≫機会をみて振り返りと

確認をしながら、さらにこの体験を今後に生かしていかせたいと思います。

 
            

あいにくの天気で、屋体に避難しました。近年まれに見る静粛さ。（１０月１３日） 

●学校開放講座 第２弾 

ふしぎのかがく〈理科実験〉

11月 1日（水）16：30～17：30 
① 雲作り 

② 超能力の謎を解こう 

 

※ちびっ子たちの参加 待って

るよ～！ 

★１０月５日（木）平成１８年度生徒会役員認証式が行われ、新執行部７名が認証されま

した。 

新しい力で生徒会活動の活発化を期待しています。 

【新執行部】    

会 長 ２ 年 Ａ 組  新 保 宏 美 

副会長 ２ 年 Ａ 組  式 部 勝 也 

〃 ２ 年 Ａ 組  水 本 博 貴 

書 記 １ 年 Ａ 組  野 崎 達 也 

〃 １ 年 Ａ 組  武 石 一 呂 晃 

会 計 ２ 年 Ａ 組  高 橋 友 美 

〃 １ 年 Ａ 組  手 塚 美 晴 

 

「任期を終えて」 ３年Ａ組 本田 美香 

 ２年間というあっという間の任期が終わり、この２年間の任期の中で私は、たくさんの意

見をまとめることの難しさや、みんなで協力して行事を成功させることの嬉しさを学ぶこと

が出来ました。 

 先日結成された新執行部には前回生徒会執行部を経験した者は２人しかいないので、

何かと悩むことや、わからないことがあって、大変だと思います。でも、何か困った時は遠

慮なく私たち旧執行部に聞いたり、先生と協力しながら１年生をひっぱって、いってほしい

と思います。そして楽しい行事をつくってください。 

 最後に、一緒に仕事をした執行部のみんな、協力してくれた生徒のみなさん、先生方、

迷惑をかけたり、いたらない点もあったと思いますが、２年間ありがとうございました。 

 


